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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【発行日】平成26年12月18日(2014.12.18)
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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月27日(2014.10.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）少なくとも２つのイソシアネート官能基を含む少なくとも１種のポリイソシアネー
トを香料に溶かして溶液を形成させるステップと、
　ｂ）ステップａ）で得られた前記溶液に、乳化剤またはコロイド安定剤の水溶液を加え
るステップと、
　ｃ）ステップｂ）で得られた前記混合物に、前記ポリイソシアネートと一緒になってポ
リ尿素壁を形成する３，５－ジアミノ－１，２，４－トリアゾールを加えて、マイクロカ
プセルスラリーを形成させるステップと
を含む、ポリ尿素マイクロカプセルの製造方法であって、
アミノ酸を少しも加えることなくその方法を実施することを条件とする、ポリ尿素マイク
ロカプセルの製造方法。
【請求項２】
　前記少なくとも１種のポリイソシアネートが、少なくとも１種の脂肪族ポリイソシアネ
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ートと少なくとも１種の芳香族ポリイソシアネートとの混合物の形であり、その両方とも
少なくとも２つのイソシアネート官能基を含むことを特徴とする、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　前記脂肪族ポリイソシアネートおよび前記芳香族ポリイソシアネートが、８０：２０～
１０：９０の各成分間モル比で使用されることを特徴とする、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記脂肪族ポリイソシアネートおよび前記芳香族ポリイソシアネートが、６０：４０～
２０：８０の各成分間モル比で使用されることを特徴とする、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　２５～６０％の量の香料が使用され、こうした百分率が前記得られたマイクロカプセル
スラリーの全質量に対する質量で定義されることを特徴とする、請求項１～４のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記ポリイソシアネートが少なくとも３つのイソシアネート官能基を含むことを特徴と
する、請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記芳香族ポリイソシアネートが、フェニル部分、トルイル部分、キシリル部分、ナフ
チル部分またはジフェニル部分を含むことを特徴とする、請求項１～６のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項８】
　前記芳香族ポリイソシアネートが、トルエンジイソシアネートのポリイソシアヌレート
、トルエンジイソシアネートのトリメチロールプロパン付加物およびキシリレンジイソシ
アネートのトリメチロールプロパン付加物からなる群から選択されることを特徴とする、
請求項１～７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記脂肪族ポリイソシアネートが、ヘキサメチレンジイソシアネートの三量体、イソホ
ロンジイソシアネートの三量体およびヘキサメチレンジイソシアネートのビウレットから
なる群から選択されることを特徴とする、請求項１～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　脂肪族ポリイソシアネートと芳香族ポリイソシアネートとの前記混合物が、ヘキサメチ
レンジイソシアネートのビウレットとキシリレンジイソシアネートのトリメチロールプロ
パン付加物との混合物であることを特徴とする、請求項１～９のいずれか一項に記載の方
法。
【請求項１１】
　前記ポリイソシアネートを、ステップａ）で得られた前記溶液の全質量に対して２～２
０質量％の量だけ使用することを特徴とする、請求項１～１０のいずれか一項に記載の方
法。
【請求項１２】
　前記コロイド安定剤が、ポリビニルアルコール、セルロース誘導体、ポリエチレンオキ
シド、ポリエチレンオキシドとポリエチレンまたはポリプロピレンオキシドとのコポリマ
ー、アクリルアミドとアクリル酸とのコポリマー、カチオン性ポリマーおよびそれらの混
合物からなる群から選択されることを特徴とする、請求項１～１１のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか一項に記載の方法で得られる、ポリ尿素マイクロカプセル。
【請求項１４】
　請求項１３に記載のポリ尿素マイクロカプセルであって、
　－　少なくとも２つのイソシアネート官能基を含む少なくとも１種のポリイソシアネー
トと３，５－ジアミノ－１，２，４－トリアゾールとの重合による反応生成物を含む、ポ
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リ尿素壁と、
　－　コロイド安定剤または乳化剤と、
　－　カプセル化香料と
を含み、そのようなカプセルがどんなアミノ酸も含まないことを条件とする、請求項１３
に記載のポリ尿素マイクロカプセル。
【請求項１５】
　請求項１３または１４に記載のマイクロカプセルを含む、消費者製品。
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